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を施行中である.

21)食道癌肉腫の1例

器
史郎
信行

岡 至明
武藤 -朗
藍沢蕩久雄

新潟医学会雑誌 第ま09巻 第3号 平成7年3月

で,体重減少もなく,元気に自宅で生活している.
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畠山 勝義 (新潟大学第---外科)

腫壕で,食道に発生するものは希である.今回我々はき

わめて急速な発育をきたした食道癌肉腫の1例を経験し

男性.1993年8月より嘩~下関難が出現し.10月6El近

臣に入院,構恵にて食道癌と診断され 11月2日手術目

的に当科入院と真一-,た.画像診断では胸部中部食道から

胃におよぷ粘膜下腫壕様の巨大隆起性病変を認め,生検

で spindlecellcarcinomaと診断された,11月25日非

開胸食道抜去術を施行した.病理_組織学診断は,『いわ

ゆる癌肉瞳』(soICalledcarcinosareoma)であ一･,た,

術後経過は順調であり,50.4Gyの術後照射を行い退

院した.

22)胃癌術後 の腹膜播種をこ化学療法が薬功した
1例

蛮悪 霊繋機 関みちよ く晶船 叢)

症例は41歳L')女ー性.1991年7臥 他院で胃癌のた姉

胃全摘術を受けた.術後,Cr)I)P+5-FU を2クー′し施

行し,その後は外来で followupしていた.同年11月

頃かLT)CEAが ト三界し始め,93年1月には Schnitzler

転移が明iL-､かにな-･､た.腹水も牛Llて1'Lr17pLとなった

ため,同年7月当科をこ紹介された.イレウス管を挿入し

たが症状は政審しなかったため化学療法を施行した.倭

ず腹水2,00Omlを排除した後,Cr)DPl00nlgを腹腔

内に注入した.同時に 5.-FU500mgを5rl間静注し

た.その結果,腹水が著しく減少したため,さ吊こCDI~)P

IOOmg,5-FU500mgx5日をともに静注で2''mJL

施行した.9月末,イレウス管を抜去し,経口摂取を開

始した.11月に1ウ一一ル追加した後に退院した.以後.

外来に通院していたが,94年4月に強度の下痢を生した

ため,さらに1クール施行したところ,症状は改善した,

イレウス発症から約1年経過した現在,経口摂取は良好

23)大腸癌肝転移症例の治療経験
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大腸癌肝転移症例に対する肝切除および肝動注の意義

について検討した.【対象および方法】1989年1月よ()1鍋3

年11月までC')間に,当科で手術さIILた大腸癌429例のうち

肝転移を認めた56例 (同時性33例.異時性23例)を対

象とした.肝転移に対する治療法を以下の4群に分けて

比較検討した.Ⅰ群 :肝切除のんを施行tた7凧 口群 :

肝切除に加え予防的肝動注を施行した12例,m群 :肝切

除を行わず肝動注のんを施行した12例.Ⅳ群 :肝転移巣

(手肝切除後に予防的肝動注を施行した群の生存率は有

意に良好であった.(牟 肝切除19例中11例 (53%)

が生存中で.･'lち7例は無再発である.12例に再発 し腹

膜再発嶺,リソバ節再発7,肺転移2)がみられ,残肝

再発が確認された症例は5例 (41.7%)であった.③

m群12症例中 CR l例,PR4例を認札 秦効率は41.71

%であった.また,Ⅲ群とⅣ群の比較では斑群で有意な

生存期間の延長がみられた.

ソバ節転移と化学療法の効果の関係につい

て

J.W.Mahmぐ)nd
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25)温熱療法が著効 した手術不能進展口峡咽頭
癌の1例

一敗射線動注化学療法併開一
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票姦 秀蛋 'l欄 広和 (警震豪叢歯学部)

従来より巨大なリンパ節転移を有する症例は制御困難

とされている.今回私達は.広範囲に進展した原発巣を

有し.巨大な両側頚部りンべ節転移を認めた症例をこ対し.

駁治療法として放射線動注化学療法同時併用温熱療法を

施行し,藤虜の消失をみた1例を経験したので報告する.

症例 :61歳.男性.初診 :平成6年1月21日.現症 :ち


